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たきょう 毅
つよし

この度、皆様の力強いご支援により、町政の場に送り出して
いただきました。大変身の引き締まる思いです。

活動中の皆様からのお声掛けや議員になって感じた「初心」
を、いつまでも忘れることなく、働くものの代弁者として、皆様の
声にしっかりと耳を傾け、『安全・安心で魅力あるまちづくり』の
実現に向けて、笑顔と若いパワーで、力一杯 取り組んでいく決
意であります。今後とも、皆様のご指導、ご支援を賜わりますよ
う心からお願い申し上げます。

４月２１日の幸田町議会選挙で初当選を果たしました

《 ごあいさつ 》

会期＝令和元年5月8日

幸田町議会議員 田境 毅

臨 時 会 報 告

会期＝令和元年6月4日～２7日６月定例会報告

幸田町議会議員選挙改選後、初の臨時会が５月8日に開催され、新たな
議会構成が決まりました。
私は「議会運営委員会委員」および「総務教育委員会委員」に着任しました。
職務を全うするため誠心誠意努力をしてまいります。

令和元年6月定例会は、6月4日に招集され6月27日までの24日間の会期で開催されま
した。報告案件1件、下記単行議案9件と補正予算関係1件の計10件が上程され、いずれ
も原案通り可決しました。また陳情9件を審議し、不採択としました。

当選後、酒向弘康さんから
バトンを引き継ぐ「田境 毅」

【対象教室数】 単位：室

令和元年度 普通教室 特別教室 計

小学校 109 27 136

中学校 44 18 62

計 153 45 198

全小中学校普通教室のエアコン稼働は12月末 !
【背景】
近年の猛暑に起因する児童生徒の熱中症対策として、小中学校の教室に空調設備を整備し、児童
生徒の健康維持と良好な学習環境を確保するもの
【整備内容】
学校ごとに検討し、普通教室すべてと、少人数教室、通級教室、図書室などの特別教室へ設置
【スケジュール】
平成31年 3月 実施設計完了
平成31年 4月 入札・仮契約
令和 元年 6月 工事請負契約の議決(6月定例会)
令和 元年12月末 工事完了予定
【交付金】
平成30年度一般会計第１次補正予算「ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金」※補助率３分の１



※【お願い】町政レポート配布にあたり、氏名および住所の相違や変更がありましたら ご連絡ください。（連絡先：表面/上部記載）

☆活動報告☆ 三河中地協議会報告会を開催 6月3日

三河中地協 岡崎地区議会報告会が岡崎市勤労文化センターにて開催
され、組織内議員より国政、県政、岡崎市政に次いで、幸田町議会および
議員活動報告をさせていただきました。今年度予算の使われ方を中心に、
私の想いや一般質問の予定などを報告させていただきました。

一 般 質 問 た き ょ う 質 問 ⇔ 町 答 弁 の 概 要

たきょう毅のホームページは8月稼働予定としております。ご相談等ございましたら、お手数ですがTELまた
はFAXにて、たきょう毅 後援会までご連絡をお願いします。紙面にてご案内をさせていただく予定です。

Q:「避難所」の耐震状況は？
A: 基幹避難所として71ヶ所を指定しており、全施設が耐震基
準を満たしている。

Q:避難経路の整備状況と今後の計画は？
A:避難経路の危険チェックを含めて、各自が実際に歩いて確認
する。地域の防災訓練、町の広報などで防災意識を高める。

Q:避難中も安心な環境の充実を図るべきだ！
A:本年度、全小中学校の防災倉庫へ屋根付きファミリーホー
ムを2基ずつ備える予定。

Q:人口増加の見込み、先を見据え対策するべきだ！
A:地区の要望を伺い、予算づけをして整備を行う。
Q:避難指示の伝達方法や他自治体事例を参考に、日本語
以外の周知も検討するべきだ！

A:防災無線、防災ラジオ、タウンメール、HPを活用。西尾市の
情報を確認のうえ、参考にする。

問：「身近で感じる不安」払拭の対策を!

問：「避難所」への先を見据え対策を!

※ 皆 さ ん の 「 生 の 声 」 を 届 け 、 答 弁 を 引 出 し ま し た !

Q:災害が懸念される河川や山の斜面周辺の通学、通勤路の課題は？
A:4月に学校・地元により危険個所を点検し、63ヶ所を抽出し課題の整理を進めている。
昨年は民間ブロック塀等の点検・所有者へ安全対策啓発を行っている。
また、幸田町交通安全プログラムで抽出した問題個所の
情報を発信して、危険意識を共有する。

Q:公園や住宅地での身近で感じる不安の払拭、今後の
進め方、地域住民への周知や吸い上げを工夫するべきだ！

A:現在、船山の急傾斜崩壊対策事業、通常砂防事業
拾石川水系大坪が県で取り組まれ、安全対策に努めている。

Q:菱池遊水地は安全で住民に喜ばれる施設として活用するべ
きだ！

A:平時は幸田町が管理するので施設配置には、河川管理者と
調整し、今後の施設計画をする。

登録はこちらから→

防災対策の強化

第21回住民意識調査での優先度

：各地で被災され未だ避難所生活を余儀なくされ
ている人たちも多い。第21回住民意識調査の結果では「防災対
策の強化」は住民ニーズに答えられていない項目のひとつ。公助・
自助・共助、協働した防災活動を推進しているが令和も安全・安
心であり続けるための災害への備えを問う。

背景・想い

平成20年８月末豪雨で決壊した広田川


